
今
年
六
月
か
ら
試
運
転
を
続
け

て
き
た
白
石
清
掃
工
場
（
白
石
区

東
米
里
二
一
七
〇
）が
、十
二
月
か

ら
本
格
稼
動
し
ま
す
。
こ
の
工
場

は
、
発
寒
第
二
清
掃
工
場
と
厚
別

清
掃
工
場
の
老
朽
化
や
、
今
後
予

想
さ
れ
る
人
口
増
加
へ
の
対
応
か

ら
建
設
を
進
め
て
き
た
も
の
で
す
。

一
日
当
た
り
の
ご
み
焼
却
能
力

は
、
三
つ
あ
る
焼
却
炉
を
最
大
限

に
稼
動
し
た
場
合
で
九
百
㌧
と
、

関
東
以
北
最
大
級
。
ご
み
量
の
変

動
に
合
わ
せ
た
対
応
が
で
き
、
安

定
し
た
ご
み
処
理
体
制
が
確
保
さ

れ
ま
す
。
ま
た
、
ダ
イ
オ
キ
シ
ン

な
ど
の
対
策
に
は
、
高
度
な
公
害

防
止
技
術
を
導
入
し
、
万
全
を
期

し
て
い
ま
す
。

施
設
面
で
の
大
き
な
特
徴
は
、

市
内
で
初
め
て
併
設
さ
れ
た
灰
溶

融
施
設
で
す
。
こ
こ
で
は
、
焼
却

し
た
後
に
残
っ
た
灰
を
、
高
温
で

溶
か
し
、
金
属
類
と
ス
ラ
グ
（
ガ

ラ
ス
状
の
固
形
物
）
に
分
け
て
排

出
し
ま
す
。
焼
却
後
そ
の
ま
ま
埋

め
立
て
ら
れ
る
灰
の
容
積
が
半
分

以
下
と
な
り
、
埋
め
立
て
地
の
延

命
を
図
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ス

ラ
グ
は
道
路
の
路
盤
材
や
、
セ
メ

ン
ト
の
原
料
と
し
て
利
用
す
る
こ

と
を
検
討
し
て
お
り
、
リ
サ
イ
ク

ル
の
推
進
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

こ
の
ほ
か
、
焼
却
余
熱
を
有
効

活
用
す
る
自
家
発
電
設
備
を
設
置
。

最
大
三
万
㌔
�
の
電
力
を
発
生
さ

せ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
灰
溶
融

施
設
を
含
む
工
場
内
の
電
力
を
賄

え
、
残
り
の
電
力
は
電
力
会
社
へ

売
る
予
定
で
す
。

発
寒
第
二
清
掃
工
場
と
厚
別
清

掃
工
場
は
、
既
に
運
転
を
停
止
し

て
お
り
、
今
後
は
、
白
石
、
発
寒

（
西
区
）、
駒
岡
（
南
区
）、
篠
路

（
北
区
）
の
四
つ
の
清
掃
工
場
で
、

市
内
全
域
の
焼
却
ご
み
を
受
け
入

れ
て
い
き
ま
す
。

詳
細

清
掃
事
業
部
施
設
管
理
課

�（
２１１
）２
９
２
２

関
東
以
北
最
大
級
の
清
掃
工
場
が

１２
月
か
ら
本
格
稼
動

●
ご
み
処
理
容
量
最
大
９００
㌧
の
白
石
清
掃
工
場

灰
溶
融
施
設
で
は
焼
却
灰
の
容
積
を
半
分
以
下
に

外壁に白石区の花である「バラ」がデザインされている白石清掃工場
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